
 

ひめさゆり 

敷地内に配置された「いーたん」を探しながら、「新緑のいいで」を親子でゆっくり散策しました。 

夕食は、馬肉を使った「桜鍋」！ 子どもたちも調理のお手伝いをがんばりました。 

夜は、スウェーデントーチ点灯＆花火タイム！ 
みんなで幻想的な炎を見つめました。 
～スウェーデントーチとは～ 
丸太に切れ込みを入れてそのまま焚火台兼燃料 
として使う、スウェーデン発祥の焚火スタイルです。 

最後の活動はうどん打ち体験。 
親子で協力しておいしいうどん
を打ちました。 
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４月２５日(土)～２６日(日)、家族のふれあい事業『第１

回いいでファミリーキャンプ』を開催いたしました。２日

間とも天候に恵まれ「ハイキング」「夕食（桜鍋）づくり」

「花火タイム」「フォトフレームづくり」「うどん打ち体験」

など、様々な活動にたっぷりと取り組んでいただくことが

できました。 

県内外からご参加いただいた９家族、３０名のみなさん

にとって、楽しみながら親子の絆を深め、また、自然に親

しむよい機会になったのではないでしょうか。 

いーたんハイキング

夕食（炊飯活動 桜鍋）

 
 

１日目（４月２５日） 

２日目（４月２６日） 



 

 

  
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

オープンデーの運営にあたっては、本所ホームリーダー１２名に加え、山形

県立米沢興譲館高等学校、置賜農業高等学校、長井高等学校から 11名のみな

さん、米沢市立第一中学校、南陽市立沖郷中学校、赤湯中学校、長井市立長井

南中学校、飯豊町立飯豊中学校から７１名のみなさん、合計で昨年度を大きく

上回る、９４名ものボランティアの皆様にご協力をいただきました。ご理解、

ご協力、ご指導をいただいた全ての皆様に心より感謝申し上げます。 

【今回ボランティアとして参加した中学生の方からすばらしいメッセージをいただき、 

所員一同感激したところです。以下に抜粋して紹介させていただきます。】 

～今回はこのような素敵な企画を運営してくださり、ありがとうございまし

た。人と人とが関わり合い、元気を与え合えるこのような場はとても貴重だ

と感じました。また、一緒に参加した大勢の仲間たちを誇らしくも感じまし

た。自然の家さんの四季折々のイベントをこれからも楽しみにしています～ 

 

 

お迎えの準備OK！ 

大人気！わたあめづくり体験  どのコーナーも大忙し！売り切れ続出となってしまいました 

５月１０日（日）に「春のオープンデー」を開催いたしました。「アドベンチャー」「クラフト」「フード」の３つ

のコーナーに、新規１１を含む計３０のプログラムを準備してみなさんをお迎えしました。当日は置賜一円、県内各

地から、昨年度を大きく上回る約４００名の皆様にご来所いただきました。絶好の天候に恵まれたこともあり、笑顔

があふれ、明るい声が飯豊の森に響きわたった春の一日となりました。 

たくさんのお客さんが来所 大好評！シール交換会 いーたんグッズも多数販売 

今年は新緑が眩しい いいでの森の中でプログラムを実施することができました。 

ジャンボしゃぼん玉 バードウォッチング（講師：金野やよい氏） 森のハンモック 

竹とんぼづくり ストーンペンダントづくり 
流しそうめんキットづくり 

すてきな作品ができました！ 
（木の実アート） 

予想を上回る来所者数であったため皆様のご要望に添えないコーナーもありましたこと、お詫び申し上げます。 

中庭カフェは、今回も大盛況！  


